
と轟こう
まちのうごき

人口6，130人〔一19）

　男　2，957人（一3）

　女3，173人（一16）

世帯数1，749戸（一3｝

平成元年3月1日現在人口

　　　　l　Iは村前月比

、

　・　　　　　　　　　　　　　　厳　　　ム　・

く）国道446号羽娠ノ縣バ：ス竣工式

　ζ　　’・

“嘱耐

趣
魑

　
　
ゆ
ロ
タ

風
醗

嶺鰯
　　　葦

・｛念

簿

f　　、、　　　　Σ
ジ　　　　　　　　　　　　　　護

　〆．　　　　　　　　鼠

　ぬ　　ド轟認

ψ　賓考

ヨ

．．聯

》

Ψ
、

＼・一 @翫暖導

、

織　　　　　　聖

聴愈趣∵’　　ジ撫㎞誤

　㌦鑑ご，．

　　　　　、．’

瑠

璽rざ 1薩 香D

．讃臨、、

親子3代窟先頭に ●　　●　●　　●　●　　●

　鶴野内と卸児を結ぶ「羽坂バイパス」が全線開通し、2月18日

峻工式が行われました。

　神事の後、テープカットやくす玉割りに続き、吉田松太郎さん
（E日野）、中野清太郎さん（田野）、寺原新蔵さん（羽坂）の3家族

3代を先頭に渡り初めをしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4ベージに関連記事）

鴻4
　　第454号

うらうらと 照れる光にけぶりあひて

　　　咲きしつもれる山ざくら花

牧　水

発行／宮崎県東臼杵郡東郷町・編集／企画財政課容69－2111
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農“業振興を榔a
27億3，400万円平成元年度

　一般会計予算は

　
三
月
定
例
町
議
会
が
十
日
に
招
集
二
十
三
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
平

成
元
年
度
予
算
等
を
提
案
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
予
算
は
、
町
営
住
宅
建
設
等
の
新
規
事
業
、
　
「
ふ
る
さ
と

創
生
」
に
関
す
る
財
源
措
置
、
さ
ら
に
昭
和
六
十
三
年
度
に
創
設
さ
れ
た

消
費
税
法
に
対
応
す
る
経
費
も
加
わ
り
前
年
度
と
比
較
す
る
と
大
幅
な
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
を
中
心
に
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
二
十
七
億
三

千
四
百
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
十
一

・
五
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
を
構
成
割
合
別
に
み
ま
す
と

地
方
交
付
税
が
十
二
億
八
千
．
八
百
五

十
四
万
円
（
四
七
・
一
％
）
と
最
も

多
く
、
次
い
で
県
支
出
金
が
三
億
六

二
五
自
八
十
万
五
千
円
（
】
三
・
四

％
）
、
町
税
二
億
五
千
五
百
五
十
三

レ
議
会
で
所
信
を
述
べ
る

　
　
　
高
森
町
長

万
六
千
円
（
九
・
三
％
）
と
な
っ
て

お
り
、
歳
入
の
調
達
分
類
で
示
す
と

地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
が
歳
入

全
体
の
八
一
・
三
％
を
占
め
、
残
り

が
町
税
等
の
自
・
王
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
前
年
度
に
比
べ
て
、
町
税
は
税
法

改
正
に
よ
る
税
率
の
変
更
等
に
よ
り

一
・
六
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
「
ふ
る
さ
と
創

生
」
に
係
る
一
億
円
の
内
、
平
成
元

年
度
に
交
付
さ
れ
る
八
千
万
円
が
編

入
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
＝
二
・
五
％

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
、
県
支
出
金
は
、
継
続
事
業
の

増
や
、
新
規
事
業
と
し
て
町
営
住
宅

建
設
に
対
す
る
補
助
金
も
加
わ
り
、

一
六
・
七
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
の
借
金
と
な
る
町
債
は
、
財
政

健
全
化
の
見
地
か
ら
、
極
力
抑
制
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
、
町
営

住
宅
建
設
の
た
め
に
発
行
す
る
起
債

も
加
わ
り
二
二
・
○
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
消

費
税
は
、
地
方
公
共
団
体
の
収
入
は

ほ
と
ん
ど
が
課
税
対
象
外
と
な
り
ま

す
が
、
町
営
住
宅
使
用
料
や
、
ご
み

収
集
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
は
課
税

対
象
と
な
り
、
消
費
税
分
を
加
算
し

て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費
が

十
一
億
四
千
九
百
九
十
万
一
千
円
へ
四

二
・
一
％
）
、
普
通
建
設
事
業
費
な

ど
の
投
資
的
経
費
が
九
億
九
千
四
百

十
二
万
八
千
円
（
＝
＝
ハ
・
四
％
）
、

物
件
費
な
ど
の
消
費
的
な
も
の
を
含

む
そ
の
他
の
経
費
は
、
五
億
八
千
几

百
九
十
七
万
一
千
円
（
二
一
・
五
％

）
と
な
り
ま
し
た
。

　
目
的
別
に
み
る
と
、
農
業
構
造
改

善
事
業
の
終
了
に
伴
い
六
・
一
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
六
億
二
千
五

百
四
十
九
万
三
千
円
〔
二
二
・
瓦
％
）

と
農
林
水
産
業
の
振
興
に
係
る
経

レ
林
業
構
造
改
善
事
業
で

　
　
　
　
　
開
設
中
の
庵
登
線

＜
整
備
が
進
む
牧
水
公
園

費
が
最
も
多
く
、
次
い
で
公
債
費
、

土
木
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
、

　
農
林
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

　
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策

　
事
業

　
県
単
土
地
改
良
事
業

　
農
免
林
道
整
備
事
業

　
林
業
構
造
改
善
事
業

　
な
お
、
本
年
度
は
、
町
制
施
行
二

〇
周
年
、
山
陰
百
姓
］
揆
三
百
年
に

あ
た
り
、
記
念
事
業
に
係
る
経
費
も

そ
れ
ぞ
れ
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。　
ま
た
、
前
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推

進
モ
デ
ル
事
業
」
で
は
、
本
年
度
は

貸
コ
テ
ー
ジ
等
を
建
設
整
備
す
る
経

、
つ

こ“、
つ

と町報［31宇：成元年4月号

費
が
計
ヒ
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
さ
ら
に
、
消
費
税
導
入
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
も
消
費
者
と
し
て
負

担
増
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
歳
出

予
算
面
で
も
、
消
費
税
を
含
め
て
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅

　
　
　
　
1
0
戸
を
建
設

　
年
次
計
画
で
、
町
営
住
宅
が
建
設

さ
れ
ま
す
が
、
本
年
度
で
は
又
江
野

に
1
0
戸
分
の
建
設
事
業
費
と
し
て
、

約
｝
億
七
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
．
．

＜
町
営
住
宅
建
設
予
定
地

湛総 餐『二廊
・
「
噺軒

馬
．
一

「
ふ
る
さ
と
創
生
」

　
　
一
億
円
は

　
　
　
ひ
と
ま
ず
積
立

　
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
に
係
る
「
自

ら
考
え
、
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」

事
業
の
経
費
一
億
円
は
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
い
有
効
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
た
め
、
具
体
的
な
事
業
が

決
ま
る
ま
で
基
金
に
積
立
て
し
て
お

い
て
、
平
成
元
年
子
中
に
経
費
と
し

て
予
算
化
さ
れ
ま
す
。

歳入の財源構成

依

扶助費（3，4％）

　　　　93，273

存

財

地方交付税
（47．1％）

1，288，540

　　　　　　諸収入（1．8％）
分担金及び　　　48，350
負担金（1．1％）
29，853

他交付金
（3．7％）

10し200

＼　　漁や

自多％係

　町税
（9．3％）

255，536掌い。謡

　　（6，5％）

　　　177，795

国庫支出金
　（8．1％）

219，821　／

　旧債
（9．0％）

247，100

県門出金
（13．4％）

365，805

源

81，3％

歳出の性質別構成

義

　
的
経

務
人件費
（22．7％

619、536

費

災害復1日費（0．1％）

　　2，631

投

携概

会計別予算

一般会計 2，734，000千円（11．5％）

特別会計
国民健康保険
幕ﾆ特別会計

475，950千円（5．2％）

老人保健
ﾁ別会計

470，055千円（25．9％）

簡易水道事業

ﾁ別会計
67，115千円（34．3％）

　　　　　　1国民健康保険

a院事業会計　5　　　　　　1
251，156千円（5，6％）

i

公債費
G6．0％）

　　437，102

）は対前年度増減比（

補助費等
（9．o％）

246，789

触恥

　　　公債費
　　　（16．0％）

　　　437，092

物件費　　　ミlo

（6．6％）　　　　　　　　母ク陰

180、835

2、．5％

醤
．
ゆ
。

その他
（5．9％）

162β47

歳出の目的別構成

農林水産業費
（22．9％）

　625，493

班
’

商工費（4．2％）

　I13，458

その他
（8，7％）

238，202

教育費
（9．4％）

　　256，506

民生費
（9．5％）

260，662

土木費
（14．7％

403，003

総務費
（14．6％

399，574
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為
饗
螺
轍
鍛
誰
誰

　
国
道
四
四
六
号
線
の
「
羽
坂
バ
イ

パ
ス
」
が
全
線
開
通
し
、
二
月
レ
．
八

日
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
．

　
バ
イ
パ
ス
は
、
全
長
約
四
㌻
．
、
幅

六
∵
の
二
車
線
で
歩
道
が
併
設
さ
れ
、

昭
和
五
卜
二
年
の
着
工
以
来
、
総
工

費
二
重
二
億
九
千
万
円
か
け
て
完
成

《）国道446号羽坂バイパス竣工式

．
§
　
§

し
ま
し
た
．

　
ま
た
、
こ
の
区
間
に
は
、
東
郷
大
橋
、

福
士
僑
、
猪
の
月
琴
橋
が
新
設
さ
れ
、

こ
の
う
ち
東
郷
大
橋
を
含
む
バ
イ
パ

ス
の
一
部
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
一

月
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
。

　
竣
工
式
は
、
卸
児
の
猪
の
月
谷
橋

そ
ば
で
行
わ
れ
、
松
形
知
事
、
高
森

町
長
を
は
じ
め
地
区
民
な
ど
約
二
百

人
が
出
席
し
、
神
事
の
あ
と
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
に
続
い
て
、

地
区
を
代
表
し
た
三
家
族
三
代
を
先

頭
に
渡
り
初
め
が
あ
り
ま
し
た
．
、

　
こ
の
後
、
白
バ
イ
の
先
導
に
よ
り

約
五
十
台
の
車
が
鶴
野
内
へ
向
か
っ

て
パ
レ
ー
ド
し
、
東
郷
大
橋
の
上
で

は
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
鶴
野
内
の

臼
太
鼓
踊
り
や
鶴
野
内
区
民
と
田
野

区
民
に
よ
る
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
．
．　
こ
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、

坪
谷
方
面
へ
の
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
児
童
・
生

徒
の
登
下
校
の
際
の
安
全
確
保
や
、

国
産
材
加
工
供
給
施
設
へ
の
木
材
輸

送
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
瀬
，
心

レ
東
郷
大
橋
で
の

　
　
臼
太
鼓
踊
り

墓

ぐ
東
郷
大
橋
で
の
綱
引
き

⑧
㊤
㊤

新
購
入
図
書
を
紹
介
し
ま
す
．
．

O
リ
ラ
冷
え
の
街
O
母
の
言
い
ぶ
ん

O
長
女
が
読
む
本
0
ガ
ラ
ス
の
中
の

少
女
O
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
上
下
）

o
剣
客
商
売
（
五
冊
）
o
巴
里
の
空

は
あ
か
ね
雲
O
城
と
女
O
美
智
子
妃

O
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
（
上
下
）

0
男
女
七
人
秋
物
語
O
駅
O
終
列
車

O
懲
役
絵
図
師
O
熱
い
手
紙
O
わ
た

し
の
岩
切
さ
ん
O
天
皇
と
東
条
英
機

の
苦
悩
O
や
さ
し
い
時
代
の
経
済
学

O
淋
し
い
女
は
太
る
O
く
ろ
し
お
O

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
O

春
日
局
〇
十
七
歳
O
パ
リ
行
最
終
便

O
男
子
七
十
に
し
て
厨
房
に
立
つ
O

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
が

　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
昭
和
二
十
．
四
年
か
ら
時
報
を
告
げ

親
し
ん
で
き
た
役
場
の
サ
イ
レ
ン
が
、

四
月
一
日
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ

イ
ム
（
音
楽
）
に
変
わ
り
ま
す
。
現
在

の
サ
イ
レ
ン
は
非
常
用
と
し
て
吹
鳴

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
は
、
可
聴
範
囲

が
約
一
キ
。
と
狭
い
の
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
吹
鳴
す
る
時
間
は
、
午
前
八
時
三

十
分
を
午
前
八
時
と
す
る
ほ
か
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

署
～
す
！

城
と
女
O
悲
し
き
ヒ
ッ
ト
マ
ン
O
夢

】
途
〇
十
番
斬
り
。
八
号
古
墳
に
消

え
て
O
雷
獣
O
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父

よ
り
娘
へ
の
二
十
五
通
の
手
紙

　
※
県
図
書
（
や
ま
び
こ
号
）
が
三

十
一
冊
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
，
机

や
本
棚
の
す
み
で
小
さ
く
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．
見
か
け
ら
れ

ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
ま
で
届
け
て

く
だ
さ
い
．
．

蝿
「

亀

、
．
噛
　
・
o

　　　　II

I
、

、
つ

こ“、
つ

と報町（5｝平成元年4月号

樋
…
…
…
（
…
モ
（
毒
哩
琴
哩
．
耳
璽
遷
璽
一

莚
露
四
ρ
曝

▼歩こう会
　町青年団協議会は2月26日、日向市のサ

ンハークから東郷町役場までの20kmを歩く、

垣例の「歩こう会」を実施しました。

　これは、8年前から続いているもので、

当日は、町内の青年約40人が午前0時にサ

ンパークを出発し、途中2ヶ所で休憩を行

い、5時間かけて全員が完歩しました。

▲創作大会
　3月5日、町子ども会育成連絡協議会主催の創作大会が

町中央公民館で行われ、各地区の子供会から100人が参

加して粘土でコーヒーカップ作り等を楽しみました。

　当日は、伊勢ヶ浜陶歯の友清国夫さんを招いて、1焼

きものができるまで、について説明を受け、できあがっ

た作品は同陶房の窯で焼きあげてもらうことになりまし

た、

圏
漁

▼安全祈願
　横瀬渡舟管理組合では2月19日、横瀬河原にお

いて今年一年の航行の安全を祈願しました。

　これは、年々数少なくなっていく渡舟を守り続

ナるため関係者が本年から行っているものです。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

磯

哀
悼
の
弔
旗
掲
げ
し
里
に
降
る
雨
は

し
と
し
と
と
野
を
濡
ら
し
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

娘
の
眠
る
墓
地
の
辺
り
は
紅
葉
終
え

伊
賀
の
丘
に
も
や
が
て
雪
降
る

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

筆
を
持
ち
我
が
有
る
命
尊
び
て
歌
書

く
今
朝
は
初
霜
う
す
く

　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

東
京
の
孫
は
見
飽
か
ず
い
ぶ
か
し
む

出
し
つ
放
し
の
山
篁
水

　
　
　
　
　
　
　
矢
野
文
雄

離
れ
住
む
娘
に
送
る
鏡
餅
妻
が
添
え

い
る
孫
の
お
年
玉

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

▲防火ポスター展で表彰
　　　　　　　　～春季全国火災予防運動～

　春季全国火災予防運動が2月28日から3月13日ま

で行われましたが、この運動行事の一環として、日

向市・門川町・東郷町の広域消防では小中学生を対

象に防火ポスター展を寿屋日向店で開催しました。

　本町より出品された71点からは、次の7名の児童

・生徒が表彰を受けました。

東郷町長賞

東郷町議会議長賞

東郷町教育長賞

東郷町消防団長賞

危険物安全協会懸賞

銀賞

佳作

坪谷小学校6年　矢野理奈

坪谷小学校1年　井上知己

坪谷小学校2年　矢野長志

坪谷小学校2年　矢野友紀

坪谷中学校2年　寺原淳子

坪谷小学校1年　前川　裕

寺迫小学校6年　田代玲子
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w
「
ぜ
ん
ま
い
」
づ
く
り

欝
溜
琵
」

　
阿
蘇
山
の
東
ふ
も
と
熊
本
県
に
波

野
村
と
い
う
村
が
あ
り
ま
す
。
完
全

な
農
山
村
で
標
高
七
百
メ
ー
ト
ル
位

の
高
冷
地
で
、
東
郷
町
の
三
分
の
一

位
の
面
積
、
人
口
、
戸
数
と
い
っ
た

村
で
す
。
村
全
体
平
均
し
て
高
低
が

な
く
、
杉
の
植
林
、
田
畑
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
町
観
光
協
会
と

む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
の
役
員
で
、

「
ぜ
ん
ま
い
」
で
村
お
こ
し
を
や
っ

て
い
る
こ
の
村
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
波
野
村
役
場
農
政
課
の
話
に
よ
る

と
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
「
ぜ
ん

ま
い
」
栽
培
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

丘
人
組
協
業
体
に
よ
り
、
山
野
か
ら

ぜ
ん
ま
い
の
株
を
掘
り
採
っ
て
、
栗

林
の
畑
に
植
え
つ
け
た
の
が
始
ま
り

で
、
規
在
は
八
人
組
協
業
体
で
手
広

く
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
栽
培
し
て
い
る
現
地

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
る
程

広
い
栗
林
の
中
に
多
く
の
ぜ
ん
ま
い

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
め
は
二
・

七
酷
の
面
積
で
あ
っ
た
の
が
、
今
で

は
五
㎞
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
畑
は
、
手
入
れ
が
行
き
届

い
て
お
り
、
栗
の
収
穫
に
加
え
ぜ
ん

ま
い
も
取
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一

石
二
鳥
の
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
栽
培
は
植
付
け
て
四
年
目
か
ら
ぜ

ん
ま
い
を
摘
み
、
村
の
乾
燥
機
で
精

選
し
て
農
協
に
出
荷
し
、
各
地
の
販

売
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、

価
格
は
一
㎏
七
千
円
以
上
だ
そ
う
で

す
。　
私
た
ち
の
町
で
も
、
小
さ
な
協
業

体
で
い
い
か
ら
各
地
区
で
「
ぜ
ん
ま

い
」
づ
く
り
を
や
っ
て
み
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
東
郷
町
に
も
山
野
至

る
と
こ
ろ
に
ぜ
ん
ま
い
は
自
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
遊
休
し
て
い
る
畑

に
利
用
し
て
み
る
こ
と
は
出
来
な
い

も
の
か
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
「
な

ん
で
も
挑
戦
、
み
ん
な
が
参
加
」
の

精
神
で
、
ま
ず
は
、
自
家
用
か
ら
始

め
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
今
回
の
視
察
団
一
行
は
、
次
の
方

々
で
す
の
で
、
詳
し
く
聞
き
た
い
時

は
こ
の
方
々
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

観
光
協
会

　
田
原
玄
房
・
是
則
田
平
・
小
川
義

　
信
・
塩
月
清
久
・
杉
田
幸
代
・
都

　
甲
鶴
男

む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会

（入、

　
奈
須
熊
雄
・
佐
藤
芳
雄
・
池
田
平

　
美
・
伊
東
建
児
・
佐
藤
二
三
男
・

　
田
中
ユ
ミ
子
・
水
野
伴
子
・
白
川

　
志
美
子

事
務
局

　
企
画
財
政
課
長
外
郭
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
十
八
名

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
町
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
会
長
都
甲
鶴
男

若山牧水・
X

’ξ

^

、

ご
牧
水
の
歌

　
町
内
の
歌
碑

　
　
　
め
ぐ
り

レ
ぜ
ん
ま
い
の
植
え
ら
れ
て
い
る
栗
林

教
育
長渡
辺
邦
彦

う
す
紅
に

　
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い
で
て

咲
か
む
と
す
な
り
山
ざ
く
ら
花

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
昭
和
六
十
年

は
牧
水
生
誕
百
年
の
年
で
、
各
種
の

記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
役

場
前
に
こ
の
「
山
ざ
く
ら
」
の
歌
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
除
幕
式
は
、
そ
の
年
の
十
月
二
十

四
日
に
、
町
内
外
か
ら
の
多
く
の
方

々
の
参
列
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
若
山
旅
人
さ

ん
も
大
悟
法
利
雄
さ
ん
も
「
こ
れ
は

す
ば
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
牧
水
の
歌

碑
で
は
、
日
本
一
と
言
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
一
と
激
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
歌
は
、
第
十
四
歌
集
「
山
桜

の
歌
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
牧
水
は
少
年
時
代
か
ら
花
の
中
で

は
特
に
山
桜
が
好
き
で
「
私
は
山
桜

の
花
を
好
む
。
す
べ
て
の
花
の
う
ち
、

最
も
こ
れ
を
愛
す
る
。
」
と
自
ら
書
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
、
大
正
十
一
年
（
三
十

七
歳
）
の
春
、
静
岡
県
の
伊
豆
湯
ヶ

島
温
泉
で
の
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
大
正
九
年
の
夏
、
東
京
か

ら
沼
津
に
移
り
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ

と
東
郷
を
思
わ
せ
る
湯
ヶ
島
温
泉
の

風
物
を
と
て
も
愛
し
た
そ
う
で
、
昭

和
三
年
に
没
す
る
ま
で
、
三
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
山
桜
の
花
が
咲
く
時

期
に
な
る
と
、
し
ば
し
ば
こ
こ
に
や

っ
て
来
て
滞
在
し
た
よ
う
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
歌
は
、
そ
の
時
作
っ
た
「

山
ざ
く
ら
」
と
題
し
て
の
一
連
二
十

三
首
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
数
多
い
桜
の
歌
の
中
で
も
、
特
に

こ
の
歌
は
、
い
ま
、
ま
さ
に
咲
き
出

で
よ
う
と
す
る
桜
を
詠
じ
た
歌
と
し

て
特
色
の
あ
る
歌
だ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
牧
水
後
期
の
清
澄
な
自
然
詠
の

代
表
作
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
牧
水
自
身
も
会
心
作
の
一
つ

に
数
え
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
歌
で
わ
か
る
よ
う
に
、
山
桜

が
咲
き
は
じ
め
る
頃
の
美
し
さ
は
、

何
と
も
言
え
ぬ
鮮
麗
さ
を
私
た
ち
に

感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
そ
の
美
し
さ
を

牧
水
は
讃
え
て
歌
っ
た
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　
東
郷
町
に
は
、
冠
岳
を
は
じ
め
あ

ち
こ
ち
で
山
桜
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
牧
水
は
幼
少
の
頃
、
ふ
る
さ
と
の

野
山
や
川
で
遊
ん
だ
思
い
出
が
い
つ

ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
晩
年
の
作
に
は
、
ふ
る
さ
と

を
な
つ
か
し
ん
だ
と
思
わ
れ
る
自
然

詠
が
数
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。

▲役場前の歌碑

、
つご、

つ
と報町亀F成兀年4月号〔P i

翻
欝
1

　
　
　
　
　
　
　

⑰
ケ
”
遷
し
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東
郷
病
院
外
科

　
　
鈴
木
俊

　
今
年
二
十
一
歳
の
B
君
は
、
週
末

を
日
向
で
過
ご
し
ま
し
た
．
．
夜
遊
び

が
た
た
り
、
今
日
も
深
夜
零
時
の
帰

宅
で
す
。
町
内
国
道
の
ゆ
る
や
か
な

カ
ー
ブ
で
つ
い
い
ね
む
り
運
転
を
し

土
手
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

シ
：
ト
ベ
ル
ト
を
せ
ず
、
運
転
席
の

窓
を
開
け
て
い
た
た
め
、
外
に
投
げ

出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
通
り
か

か
っ
た
方
の
連
絡
に
よ
り
、
救
急
車

で
午
前
一
時
前
に
東
郷
病
院
に
運
ば

れ
て
き
ま
し
た
。

　
話
か
け
る
と
名
前
を
言
え
、
意
識

は
あ
り
ま
す
。
呼
吸
は
】
分
聞
に
ト

五
回
、
月
越
は
九
十
で
す
が
緊
張
良

好
、
血
圧
は
百
二
十
～
八
十
で
し
た
。

噛
す
ぐ
命
に
別
条
は
な
さ
そ
う
で
す
。

服
を
脱
が
せ
て
診
察
し
よ
う
と
し
ま

す
が
脱
が
せ
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
服

を
切
っ
て
上
半
身
を
裸
に
し
ま
し
た
。

胸
部
の
聴
診
、
腹
部
の
触
診
、
骨
盤

の
検
査
、
手
足
、
首
を
動
か
せ
る
か

確
認
し
ま
し
た
。
頭
を
何
箇
所
か
切

っ
て
お
り
、
眼
の
付
近
は
、
は
れ
て

い
ま
す
．
．
胸
腹
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど

を
と
り
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
め

治
療
開
始
で
す
。

　
傷
は
す
べ
て
局
所
麻
酔
を
し
て
オ

キ
シ
フ
ル
等
で
洗
い
、
丹
念
に
ゴ
ミ

を
お
と
し
て
、
傷
を
き
れ
い
に
し
ま

す
。
創
が
ひ
ら
い
て
い
る
部
位
は
、

創
製
を
き
れ
い
に
切
り
そ
ろ
え
て
か

ら
縫
合
し
ま
す
。
結
局
B
君
は
、
ど

こ
も
化
膿
せ
ず
、
無
事
に
乗
り
切
り

退
院
し
ま
し
た
。
二
ヶ
月
後
、
ほ
と

ん
ど
の
傷
は
目
立
た
な
く
な
り
、
曲

げ
ら
れ
な
か
っ
た
甲
掛
も
う
ま
く
曲

が
り
、
和
式
便
所
で
用
を
足
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
に
復
帰
し

元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
も
し
B
君
が
病
院
で
治
療
を
し
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
傷
は
化
膿
し
、

二
ヶ
月
後
で
も
ふ
さ
が
ら
な
い
傷
も

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
B
君
の
場
合

創
の
処
置
が
終
了
す
る
と
す
ぐ
に
破

傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
、
チ
タ
ー
プ
リ
ン
、

抗
生
剤
を
注
射
し
た
た
め
、
す
べ
て

0
念纏

　　
@・

t

漂
＼
膨

《
、

の
処
置
が
う
ま
く
い
き
退
院
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　
傷
が
治
る
に
は
い
く
つ
か
の
要
素

が
必
要
で
す
。
第
一
に
清
潔
で
あ
る

こ
と
。
子
供
が
砂
場
で
こ
ろ
ん
で
膝

を
す
り
む
き
ま
し
た
。
母
親
は
消
毒

薬
を
ぬ
る
だ
け
で
す
。
傷
に
砂
が
残

っ
て
い
る
の
で
必
ず
膿
が
つ
き
ま
す
。

私
で
し
た
ら
、
タ
オ
ル
に
石
鹸
を
つ

け
て
、
風
呂
場
の
蛇
口
の
そ
ば
で
水

を
流
し
な
が
ら
泣
く
の
も
か
ま
わ
ず

こ
す
り
ま
す
。
そ
の
後
、
消
毒
し
ま

す
。　
第
二
に
創
の
密
着
と
安
静
で
す
。

切
り
口
を
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
る
の
に

縫
合
し
ま
す
。
こ
れ
も
受
傷
後
六
時

間
以
内
に
縫
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
日
曜
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
病
院
に
電
話
を
し

て
来
て
く
だ
さ
い
。
縫
っ
た
後
も
、

傷
の
部
分
を
激
し
く
動
か
せ
ば
密
着

が
保
た
れ
ま
せ
ん
の
で
治
る
の
が
遅

く
な
り
ま
す
。

　
第
三
に
栄
養
で
す
。
傷
が
治
る
の

に
蛋
白
質
が
必
要
で
す
の
で
、
偏
食

を
さ
れ
る
方
や
、
代
謝
の
お
そ
い
老

人
は
傷
が
治
る
の
に
時
間
を
要
し
ま

す
。　
第
四
に
後
療
法
で
す
。
手
の
傷
な

ど
で
指
先
が
伸
ば
せ
な
い
と
か
、
曲

げ
ら
れ
な
い
と
か
い
う
時
で
も
、
自

分
で
少
し
痛
い
の
を
が
ま
ん
し
て
努

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
能
回
復
が

望
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
第
五
に
へ
た
な
止
血
を
し
な
い
こ

と
で
す
。
タ
オ
ル
で
し
ば
っ
て
く
る

方
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

締
め
方
が
た
り
ず
静
脈
の
う
っ
滞
を

ま
ね
い
て
出
血
を
助
長
し
て
い
る
だ

け
で
す
。
脱
脂
綿
を
傷
に
つ
け
て
く

る
方
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
処
置
の

邪
魔
に
な
る
だ
け
で
す
。
よ
も
ぎ
を

つ
け
て
く
る
方
に
い
た
っ
て
は
も
う

や
め
て
ほ
し
い
限
り
で
す
。
傷
を
汚

く
し
、
泥
を
ぬ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

血
を
止
め
る
時
は
、
血
の
出
て
い
る

と
こ
ろ
を
き
れ
い
な
布
な
ど
で
お
さ

え
て
お
く
だ
け
で
結
構
で
す
。

派
出
所
だ
よ
り

　
一
生
の
間
で
ケ
か
な
し
に
天
寿
を

全
う
す
る
方
な
ど
希
で
し
ょ
う
か
ら
、

自
分
が
ケ
ガ
を
し
た
ら
ど
う
す
る
か

小
さ
い
子
供
の
う
ち
に
正
し
い
知
識

を
親
は
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

（
＾

。
4
．

少
年
非
行
の

　
　
　
　
防
　
止

ツ

　
県
警
防
犯
少
年
課
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
昭
和
六
十
三
年
の
県
内
の
少

年
非
行
は
二
千
百
八
人
で
前
年
よ
り

百
四
十
五
人
（
七
・
四
％
）
増
え
て
い

ま
す
。

　
特
に
、
中
学
生
に
よ
る
犯
罪
の
増

加
が
目
立
っ
て
お
り
、
学
校
と
地
域
・

家
庭
が
連
携
し
た
、
非
行
を
誘
発
し

に
く
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
よ
う
。

o
子
供
と
話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く

　
り
ま
し
ょ
う
。

〇
二
つ
叱
っ
た
ら
、
三
つ
ほ
め
る
心

　
が
け
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
よ
う
。

O
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
環

　
境
を
み
ん
な
で
排
除
し
て
い
き
ま

　
し
ょ
う
。

蓬

ッ
＾
劣

趨
．，

｡

．
」

／
。

、
，
Y
’
、
」
ザ

目

り
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面
引
引
行

脚
野
球
記
念
式
輿

　
本
町
は
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
町

制
を
施
行
し
て
以
来
、
本
年
で
二
十

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念

し
て
、
次
の
と
お
り
式
典
が
行
わ
れ

ま
す
．
．

▽
日
時
　
4
月
－
日
　
1
0
時
3
0
分

目
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

老
人
家
庭
奉
仕
員

　　

h
遣
に
つ
い
て

　
こ
の
事
業
は
、
身
体
上
ま
た
は
精

神
上
の
障
害
が
あ
っ
て
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
の
あ
る
老
人
の
家
庭

に
対
し
て
、
奉
仕
員
を
家
庭
に
派
遣

し
お
世
話
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
派
遣
対
象

　
老
衰
、
心
身
の
障
害
及
び
傷
病
等

の
理
由
に
よ
り
臥
床
し
て
い
る
な
ど

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
者
の
い

る
家
庭
。

▽
派
遣
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
食
事
の
世
話
や
身
の
回
り
の
世
話

な
ど
、
家
事
・
介
護
に
関
す
る
こ
と

②
相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

▽
費
用
の
負
担

　
家
庭
の
所
得
税
額
に
応
じ
、
派
遣
費

用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
．

▽
問
い
合
わ
せ

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
。

行
政
相
談

　
　
　
　
人
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
4
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

　
人
権
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
越
表
　
海
野
俊
男

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
4
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、

取
引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い

て
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
4
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
今

般
健
康
相
談

▽
期
日
　
4
月
1
5
日

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
妊
婦
相
談

▽
期
日
　
4
月
2
6
日

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

四
月
の

　　

@
主
な
行
事

▽
4
月
－
日

▽
4
月
3
日

▽
4
月
6
日

▽
4
月
7
日

▽
4
月
8
日

▽
4
月
1
0
日

▽
4
月
1
1
日

▽
4
月
1
2
日

碩
徳
祭

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

坪
谷
保
育
園
入
園
式

鶴
野
内
篇
育
園
〃

中
学
校
入
学
式

小
学
校
　
〃

寺
迫
幼
稚
園
入
園
式

東
郷
幼
稚
園
　
〃

坪
谷
幼
稚
園
　
〃

今
月
の
納
税
等

軽
自
動
車
税
全
期

固
定
資
産
税
一
期

箸
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
士
げ
ま
す
。

◎
鶴
野
内
の
新
本
幸
男
さ
ん
か
ら

　
（
君
江
さ
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
芳
雄
さ
ん
か
ら

　
（
ツ
ル
エ
さ
ん
・
6
7
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
伊
東
政
実
さ
ん
か
ら

　
（
鋒
雄
さ
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
井
上
孝
雄
さ
ん
か
ら

　
（
上
之
進
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
羽
坂
の
中
田
広
美
さ
ん
か
ら

　
（
サ
イ
子
さ
ん
・
3
5
歳
ご
死
去
）

婁戸窓

1籍1

馨慧：

18霧1

婁り．

毫…接・孝・壷

（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

稲i田　山1菊i田i中元池iや

ｫ
1
大
：
香
堕
協
貴
3
地
3
苗
売
名
i

赤
ち

壽1霊…竈驚　1

名

坪一鶴…越　鶴
@野1　　野
J　内1表1内

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

1 1

井仲
繧遠c…
伊
東

黒1新
ﾘ［本1別

野
氏

上：サ
V　イ

静
ツ
ノ
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名
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